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や

静
岡
・中
屋
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
浜
松
市
根
堅

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
四
年

（平
１６
）
五
月
～
二
〇
〇
五
年
三
月

８
　
発
掘
機
関
　
　
⑪
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
一局
見
健
司

・
佐
々
木
和
也

・
中
谷
哲
久

・
武
田
寛
生

５
　
遺
跡
の
種
類
　
居
館
跡

。
自
然
流
路

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
～
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

中
屋
遺
跡
は
、
天
竜
川
が
形
成
し
た
低
位
段
丘
上
に
位
置
し
、
遺
跡
の
東
側

に
は
大
門
川
が
流
れ
る
。
第
二
東
名
高
速
道
路
建
設
事
業
に
伴
い
、
二
〇
〇
〇

一　
　
年
か
ら
、
約
二
三
〇
〇
〇
ポ
を

対
象
に
発
掘
調
査
を
行
な

っ
て

い
る
。

そ
の
結
果
、
古
墳
時
代
か
ら

近
世
ま
で
の
遺
構
が
確
認
さ
れ

て
い
る
が
、
中
心
と
な
る
遺
構

は
、
鎌
倉
時
代
の
居
館
と
そ
の

東
側
に
隣
接
す
る
自
然
流
路
で

あ
る
。
居
館
は
溝
に
よ
り
長
方

(天竜・磐田)

形
に
区
画
さ
れ
、
内
側
に
は
土
塁
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
溝
は
幅
約
四
ｍ
深
さ

二
ｍ
以
上
で
、
箱
堀
状
の
形
状
を
呈
し
、
居
館
の
南
辺
で
は
、
東
西

一
六
〇
ｍ

も
の
規
模
に
及
ぶ
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
区
画
の
東
南
隅
に

は
、
溝
内
の
雨
水
を
東
側
の
自
然
流
路
へ
排
出
す
る
た
め
の
溝
が
付
設
さ
れ
て

い
る
。

自
然
流
路
の
両
岸
に
は
、
護
岸
施
設
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
築
土
中
か

ら
、
漆
塗
り
の
鞍
と
と
も
に
、
ヤ
ダ
ケ
の
東
と
呪
符
木
簡
が
五
点
出
土
し
た
。

鞍
は
前
輪

。
後
輪

・
居
木
が
組
ま
れ
た
状
態
で
出
土
し
て
お
り
、
完
全
な
状
態

鞍出土状況
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2005年出上の木簡

で
の
鎌
倉
時
代
の
鞍
の
出
土
は
、
全
国
初
の
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
、

ヤ
ダ
ケ
の
東
の
上
に
呪
符
木
簡
を
五
枚
重
ね
て
置
き
、
さ
ら
に
上
か
ら
鞍
を
被

せ
た
状
態
で
出
土
し
た
。
築
上
下
の
旧
地
表
面
に
接
し
て
出
上
し
て
お
り
、
上

層
か
ら
の
掘
り
込
み
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
護
岸
工
事
に
先
立
っ

て
行
な
わ
れ
た
地
鎮
な
ど
の
祭
祀
行
為
に
伴

っ
て
埋
納
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω

　

「
（符
篠
）急
々
如
律
令
　
春
」
　
　
　
　
　
　
Ｐ卜契
誤
益

ｏ盟

②
　

　

犀
符

篠

）
急

々
如

律

令

　

夏

」
　

　

　

　

　

　

牌∞
契

遭
溢

ｏ
翠

①

　

「（符
篠
）急
々
如
律
令
　
秋
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐ∞ＰＸ
誤
益

ｏ留

い
　
。
ズ
符
篠
）急
々
如
律
×

。
「　　　　々
外ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岸］∞）〉〈］り〉〈∞　　〇∞Ｐ

働
　
　
ズ
符
篠
）急
々
如
律
令
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（岸こ
通
衰
］
〓
Ｐ

下
部
が
欠
損
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
上
端
が
圭
頭
形
に
削
ら
れ
て

お
り
、
下
部
は
徐
々
に
細
く
な
る
。
厚
さ
は

一
・
五
～
三
剛
と
、
非
常
に
薄
い
。

樹
種
は
ヒ
ノ
キ
。
い
ず
れ
も
表
面
を
上
に
し
て
、
上
か
ら
ω
か
ら
③
の
順
に
五

枚
重
ね
ら
れ
た
状
態
で
出
土
し
て
い
る
。

①
は
上
下
両
端
と
も
に
完
存
。
右
下
に
や
や
小
さ
く

「春
」
の
字
が
み
ら
れ

る
。
下
端
で
は
二
ｍｍ
程
の
厚
さ
が
あ
る
が
、
上
端
で
は

一
・
五
ｍｍ
と
非
常
に
薄

い
つ
く
り
と
な
っ
て
い
る
。
②
は
下
端
部
が

一
部
欠
損
し
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
完

存
し
て
い
る
。
右
下
に

「夏
」
の
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
厚
さ
が
平
均
し
て

三
ｍｍ
ほ
ど
あ
り
、
五
枚
の
中
で
は
比
較
的
厚
い
。
①
は
下
部
が
欠
損
す
る
。
上

部
か
ら
下
部
に
向
か
っ
て
徐
々
に
薄
く
な
り
、
下
部
で
は

一
ｍｍ
ほ
ど
の
厚
さ
し

か
な
い
。
右
下
に

「秋
」
の
字
が
み
ら
れ
る
。
い
は
下
部
が
欠
損
す
る
。
久
損

部
に
は

「令
」
が
書
か
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
五
枚
の
う
ち
、
唯

一

裏
面
に
も
墨
書
が
み
ら
れ
る
。
裏
面
の
ほ
ぼ
中
央
に

「奪
」
の
字
が
書
か
れ
て

い
る
。
働
は
下
部
が
久
損
。
厚
さ
は
平
均
し
て
二
ｍｍ
弱
と
、
五
枚
の
内
で
最
も

薄
い
つ
く
り
で
あ
る
。
ま
た
、
表
裏
い
ず
れ
の
面
に
も
四
季
の
表
記
は
み
ら
れ

な
い
。

木
簡
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
現
在
整
理
作
業
中
で
あ
り
、
今
後
検
討
が
必
要

で
は
あ
る
が
、
流
路
の
埋
土
及
び
護
岸
施
設
の
築
土
中
よ
り
出
土
し
た
土
器
の

年
代
観
な
ど
か
ら
、　
三
二
世
紀
の
中
頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
。

９
　
関
係
文
献

⑪
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所

『年
報
』
二

一
（一
一〇
〇
五
年
）

同

『発
掘
物
語
し
ず
お
か
』

一
一
五

（一
一〇
〇
六
年
）

（武
田
寛
生
）


